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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングと、
　該ハウジング内に収容され、外部からの電波を受信するためのアンテナと、
　前記ハウジング内に配置された表示部材と、
を備える無線機能付き時計であって、
　前記表示部材は、
　欠落部が設けられた導電性部材と、
　該導電性部材の欠落部を塞ぐように配置された非導電性の閉鎖部材と、
を備え、
　前記導電性部材と前記閉鎖部材の視認面が、略同一平面を形成し、
　前記閉鎖部材は、非透光性の素材から構成され、
　前記閉鎖部材の視認面と前記導電性部材の視認面に、同一の装飾被膜が形成されている
ことを特徴とする無線機能付き時計。
【請求項２】
　前記閉鎖部材は、前記アンテナの上方近傍に配置されていることを特徴とする請求項１
に記載の無線機能付き時計。
【請求項３】
　前記表示部材が文字板を備え、
　該文字板の上方に配置された見返しリングと、
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　前記見返しリングの平面方向に沿った外方に配置されたソーラーセルと、
を備えることを特徴とする請求項１または２に記載の無線機能付き時計。
【請求項４】
　前記表示部材が文字板を備え、
　該文字板の下方に配置されたソーラーセルを備えることを特徴とする請求項１または２
に記載の無線機能付き時計。
【請求項５】
　前記欠落部が、前記表示部材における外周に沿って環状に設けられ、
　前記環状の欠落部に囲まれた部分に前記導電性部材が配置され、
　前記環状の欠落部には、前記閉鎖部材が配置されていることを特徴とする請求項１また
は２に記載の無線機能付き時計。
【請求項６】
　前記欠落部と前記導電性部材が、同心円であることを特徴とする請求項１または２に記
載の無線機能付き時計。
                                                                              
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線機能付き時計、特に、所定の電波を受信できるアンテナと、アンテナを
収容するためのハウジングを備えた時計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、パソコン通信機能、携帯電話機能や非接触式ＩＣカード機能などの無線機能を備
える時計は、すでに知られている。
　このような無線機能付き時計として、時刻情報を含む長波標準電波（搬送波）を受信し
、その時刻情報に基づいて時刻を修正する無線機能を備えた電波時計も、また広く知られ
ている。
【０００３】
　これらの無線機能付き時計は、他の通信機器と同様に、所定の電波を受信するためのア
ンテナを備える必要がある。
　このため、電波を受信する機能、すなわち、受信感度からすれば、電波を受信するアン
テナを収容する筐体であるハウジングを、合成樹脂などの非導電性の素材から構成するこ
とが考えられる。
【０００４】
　しかしながら、これらの無線機能付き時計は、時計であるがために、他の通信機器と異
なり、装飾品、または装身具としての美観や高級観が求められる。
　このため、電波を受信するアンテナを収容する筐体であるハウジングとして、合成樹脂
などの非導電性の素材ではなく、導電性の素材、すなわち、金属製の素材を採用すること
が求められる場合がある。
【０００５】
　これは、合成樹脂などのハウジングが、その質感、色調、または軽量さから、安価な外
観と装着感とを使用者に与えるものであり、これに対して、金属製のハウジングが、高級
感のある外観と装着感とを使用者に与えるためである。
【０００６】
　この金属製のハウジングに対する要求は、ユーザーに携帯される装身具としての腕時計
において、特に著しいものである。
　しかしながら、導電性のハウジング、すなわち、金属製のハウジング内にアンテナを収
容した場合には、外部からハウジング内への電波の入射が金属製のハウジングによって遮
蔽されて、アンテナが標準電波を受信する機能が低下してしまう。
【０００７】
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　特に、文字板や見返しリング、装飾リングなどといった表示部材の素材として導電性の
もの、例えば金属を採用した場合には、金属製のハウジングと、アンテナの上方に配置さ
れた金属製の表示部材によって、アンテナの上方に金属筺体が形成され、時計の上方から
ハウジング内への電波の入射がこの金属筺体によって遮蔽されて、アンテナが標準電波を
受信する機能が著しく低下してしまう。
【０００８】
　このため、従来より、様々な受信感度向上のための提案がなされている。例えば、特許
文献１には、金属製の文字板を備えた電波時計が開示されている。図３４に示すように、
この電波時計１００には、時計ケース１１１を含むハウジング内に金属製の文字板１２０
が配置され、文字板１２０の下方には、非導電性の素材からなる回転体としての日付表示
板２００が配置されている。
【０００９】
　文字板１２０には円弧状の開口部１２０Ａが設けられており、この開口部１２０Ａから
日付表示板２００の日付が上方へ表示されるようになっている。そして、ハウジング内に
おける文字板１２０のさらに下方には、開口部１２０Ａに対向する位置にアンテナ１２７
が収容されている。
【００１０】
　この電波時計１００によれば、アンテナ１２７の上方に開口部１２０Ａを設けたので、
文字板１２０上方からの外部電波は開口部１２０Ａを透過してアンテナ１２７に到達する
。そのため、アンテナ１２７による外部電波の受信が金属製の文字板１２０により大幅に
阻害されることがなく、電波時計１００に金属製の文字板１２０が採用できるという利点
がある。
【特許文献１】特開２００６－１８９３７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかし、この電波時計１００は、日付表示板２００を備えるムーブメントが採用された
腕時計にしか適用できず、汎用性に欠けるという問題点があった。
　さらに、円弧状の開口部１２０Ａが外観上目立つため、装身具としての腕時計の美観や
高級感が損なわれてしまうという問題点があった。
【００１２】
　本発明は、文字板や見返しリング、装飾リングなどといった表示部材の素材として、金
属製等のような導電性の素材を用いても、アンテナが所定の電波を良好な感度で受信でき
、さらに、汎用性が高い無線機能付き時計を提供することを目的とする。
【００１３】
　また本発明は、文字板や見返しリング、装飾リングなどといった表示部材の素材として
、金属製等のような導電性の素材を用いても、アンテナが所定の電波を良好な感度で受信
でき、さらに、表示部材が良好な美観、高級感を有し、外観に優れた無線機能付き時計を
提供することを目的とする。
【００１４】
　また本発明は、文字板や見返しリング、装飾リングなどといった表示部材の素材として
、金属製等のような導電性の素材を用いても、アンテナが所定の電波を良好な感度で受信
でき、さらに、表示部材全体として金属外観を有する無線機能付き時計を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の無線機能付き時計は、ハウジングと、
　ハウジング内に収容され、外部からの電波を受信するためのアンテナと、
　ハウジング内に配置された表示部材と、
を備え、



(4) JP 4937813 B2 2012.5.23

10

20

30

40

50

　前記表示部材は、
　欠落部が設けられた導電性部材と、
　導電性部材の欠落部を塞ぐように配置された非導電性の閉鎖部材と、
を備えることを特徴とする。
【００１６】
　本発明によれば、導電性部材に欠落部を設け、この欠落部を塞ぐように非導電性の閉鎖
部材を配置しているので、導電性部材の欠落部を通じてアンテナが所定の電波を良好な感
度で受信できる。
【００１７】
　さらに、導電性部材と、導電性部材の欠落部を閉鎖する閉鎖部材とを一体化して表示部
材とする構成としたので、汎用性が高い。すなわち、ムーブメント等のハウジング内にお
ける表示部材以外の部品に対する制約がなく、また、美観や高級感の付与、あるいは機能
性の付与のための各種の処理および加工を適用でき、例えば、閉鎖部材に装飾性を付与し
たり、輝石等の付加部材を配置したり、付加時刻表示等の機能性を付与したりすることが
できる。
【００１８】
　本発明において、閉鎖部材は、可動部材を含まない。好ましい態様において、導電性部
材と閉鎖部材とは、互いに相対的に移動できないようにハウジングに収納される。あるい
は、好ましい態様において、閉鎖部材は、移動不能となるように導電性部材に固定される
。
【００１９】
　また、本発明において、「欠落部」とは、無線機能付き時計の表示領域のうち、導電性
部材によって占められていない範囲のことをいう。
　ここで、表示領域とは、表示部材における、観察者に視認され得る領域のことをいう。
表示領域は、たとえば、表示部材における、ハウジングに設けられた開口部から視認され
る領域として実施され得る。
【００２０】
　好ましい態様において、欠落部は、表示部材を上下方向に貫通するように欠落する。た
とえば、欠落部は、導電性部材を上下方向に貫通する孔、切り欠け、あるいは開口部とし
て実施され得る。
【００２１】
　また本発明において、導電性部材に複数の欠落部を設け、それぞれの欠落部を塞ぐよう
に非導電性の閉鎖部材を配置するようにしてもよい。
　非導電性である閉鎖部材の素材の具体例としては、有機材料、無機材料などの非金属材
料が挙げられる。より具体的には、合成樹脂、ゴム、セラミック、紙、繊維体、不織布、
織布などが挙げられる。
【００２２】
　セラミックの具体例としては、ガラス；七宝などの陶材；貝、貴石、宝石などの装飾石
；琥珀（松柏科植物の樹液が石化したもの）などが挙げられる。
　本発明における時計ケースを含むハウジングは、金属のような導電性であってもよく、
合成樹脂のような非導電性であってもよい。また、ハウジングを構成する部品に、導電性
の部品と、非導電性の部品が混在していてもよく、裏蓋を有する場合、裏蓋が一体になっ
た時計ケースである場合、裏蓋がガラスである場合など、様々な場合を含むものである。
ハウジングは、少なくとも一部が導電性、または少なくとも一部が非導電性の部材と理解
される。
【００２３】
　本発明において、「導電性の」部材には、その部材の素材自体が導電性であるもの、そ
の部材に導電性の被膜が形成されたものが含まれる。後者の場合、部材の素材自体は、非
導電性の素材であってもよく、導電性の素材であってもよく、または、非導電性の素材と
導電性の素材との組み合わせであってもよい。また、導電性の被膜は部材の全面に被覆さ
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れている必要はなく、部材の少なくとも視認面が被覆されていればよい。
【００２４】
　導電性の部材において素材自体または被膜として使用される導電性の材料の具体例とし
ては、金、銀、銅、黄銅、アルミニウム、マグネシウム、亜鉛、チタン、あるいはこれら
の合金などを挙げることができる。また、ステンレススチール、タンタルカーバイドなど
を用いてもよい。
【００２５】
　本発明において、「導電性部材」は「金属外観を観察者に与える部材」を意味する場合
がある。この場合、本発明における導電性部材は、表示部材に金属外観を与え、表示部材
の美観や高級感を向上させる。
【００２６】
　本発明における好ましい態様では、前記閉鎖部材は、アンテナの上方近傍に配置されて
いる。ここで「アンテナの上方近傍に配置されている」とは、ハウジングの上下方向にお
けるアンテナの真上の位置およびその近傍を少なくとも含む領域に閉鎖部材が配置されて
いることを意味し、好ましくは、アンテナにおける少なくとも一方の開放端部の上方近傍
を含む領域に閉鎖部材が配置される。
【００２７】
　ここで、「アンテナの開放端部」とは、アンテナの開放端周囲の領域を含み、例えばア
ンテナがＵ字型を成すような円弧形状である場合、アンテナの開放端近傍の円弧部分まで
「アンテナの開放端部」に含まれる。
【００２８】
　このような位置に閉鎖部材を配置することで、表示部材の上方から入射する電波は非導
電性の閉鎖部材を透過しアンテナに到達するので、アンテナは所定の電波を良好な感度で
受信できる。
【００２９】
　閉鎖部材は、アンテナの少なくとも一方の開放端部に対向して、該開放端部の上方近傍
を含む位置に配置されていることが好ましく、さらに、アンテナにおける両側の開放端部
に対向して、それぞれの開放端部の上方近傍を含む位置に配置されていることが、受信感
度の向上という点ではより好ましい。
【００３０】
　ここで「アンテナの開放端部の上方近傍」とは、ハウジングの上下方向におけるアンテ
ナの開放端部の真上の位置およびその近傍のことである。
　このような位置に閉鎖部材を配置することで、表示部材の上方から入射する電波は非導
電性の閉鎖部材を透過し、閉鎖部材に対向する位置にあるアンテナの開放端部に到達する
ので、アンテナは所定の電波を良好な感度で受信できる。
【００３１】
　本発明における好ましい態様では、閉鎖部材の視認面に装飾被膜が形成されている。
　このように、閉鎖部材に装飾被膜を施すことで、表示部材の美観や高級感が向上し、時
計自体の美観や高級感も向上する。
【００３２】
　このような装飾被膜の具体例としては、塗装被膜、乾式めっき被膜、印刷被膜などが挙
げられる。
　塗装被膜の具体例としては、メタリック塗装を挙げることができ、このようなメタリッ
ク塗装では、アンテナの受信を妨げない程度の金属含有率を有する被膜が形成される。
【００３３】
　乾式めっき被膜の具体例としては、アンテナの受信を妨げない程度の膜厚を有する金属
被膜、例えば、蒸着法、イオンプレーティング法、アーク法、スパッタリング法などによ
るものを挙げることができる。
【００３４】
　閉鎖部材の視認面に装飾被膜を形成する場合において、好ましい態様では、閉鎖部材の
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視認面と導電性部材の視認面に、同一の装飾被膜が形成される。
　このように、閉鎖部材の視認面と導電性部材の視認面に、同一の装飾被膜を施すことで
、閉鎖部材が視認されにくくなり、その結果、表示部材の美観や高級感が向上し、時計自
体の美観や高級感も向上する。
【００３５】
　閉鎖部材の視認面に装飾被膜を形成する場合において、好ましい態様では、閉鎖部材の
視認面の色調は、導電性部材の視認面の色調と同色色調である。
　好ましい別の態様では、閉鎖部材の視認面の色調は、導電性部材の視認面の色調である
金属外観と同色色調である金属外観を呈している。
【００３６】
　このように、閉鎖部材の視認面の色調を、導電性部材の視認面の色調と同色色調とする
ことで、閉鎖部材が視認されにくくなり、その結果、表示部材の美観が向上し、時計自体
の美観も向上する。
【００３７】
　さらに、閉鎖部材が導電性部材と同じような金属外観を呈するようにすることで、表示
部材に高級観が与えられる。
　なお、本発明において「視認面」とは、外面のうち、観察者に視認される領域、特に上
面を意味する。閉鎖部材や導電性部材の視認面に装飾被膜を形成する場合、視認面以外の
部分にも、この装飾被膜が形成されていてもよい。
【００３８】
　また、本発明において「同色色調」とは、２つの対象（ここでは閉鎖部材と文字板本体
）の色調が、共に同じ色調と認識され得る範囲内にあることを意味し、その色調の濃淡や
明暗など、色調の外観上の風合いが完全に一致することに限定されない。例えば、濃い金
色、薄い金色、明るい金色、および暗い金色は、ここではすべて金色の同色色調とされる
。
【００３９】
　例えば、閉鎖部材が明るい金色色調であり、文字板本体が暗い金色色調であろうとも、
閉鎖部材と導電性部材の視認面が金色の同色色調を呈すれば、閉鎖部材が視認されにくく
なり、表示部材の美観や高級感が向上し、時計自体の美観や高級感も向上する。
【００４０】
　導電性部材と同じような金属外観を得るために、例えば、閉鎖部材に、導電性部材と同
色色調のメタリック塗装による塗装被膜が施される。このメタリック塗装被膜としては、
例えば、メタリック顔料が混入された塗装被膜を挙げることができる。
【００４１】
　例えば、ステンレス色を得るためには、鉄、クロム、ニッケル、モリブデンなどを成分
とするステンレス顔料が含有された塗装被膜が被覆される。
　また、例えば、金色を得るためには、銅、亜鉛、鉄などを成分とするブロンズ顔料が含
有された塗装被膜が被覆される。
【００４２】
　また、例えば、銀色を得るためには、アルミニウムを成分とするアルミニウム顔料、ま
たはニッケルを成分とするニッケル顔料が含有された塗装被膜が被覆される。
　これら以外にも、パール顔料や、グラファイト顔料、フタロシャニンフレークなど、様
々な顔料を用いることができる。
【００４３】
　このような塗装被膜を閉鎖部材に施す場合、先ず、閉鎖部材の外表面上に下地塗装被膜
が被覆される。次いで、この下地塗装被膜の上にメタリック塗装被膜が被覆される。さら
に、このメタリック塗装被膜の上に、透明、または半透明な合成樹脂層であるクリアコー
トが被覆される。
【００４４】
　このようなクリアコートに用いられる塗料の具体例としては、ポリウレタン樹脂塗料、
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樹脂を形成するポリマー分子中にフッ素が混入されたフッ素樹脂塗料、ポリ塩化ビニル樹
脂を可塑剤に分散させた塩ビゾル塗料、オイルフリーポリエステル樹脂をシリコーン中間
体により変性させたシリコーンポリエステル樹脂からなるシリコーンポリエステル樹脂塗
料、または、オイルフリーポリエステル樹脂塗料、アクリル樹脂塗料、エポキシ樹脂塗料
、シリコーンアクリル樹脂塗料、塩化ビニル樹脂塗料、ラッカー、フェノール樹脂塗料、
塩化ゴム系塗料などが挙げられる。
【００４５】
　閉鎖部材の視認面に装飾被膜を形成する場合において、好ましい別の態様では、閉鎖部
材の視認面の色調は、導電性部材の視認面の色調と異色色調である。
　なお、本発明において、２つの対象（ここでは閉鎖部材と導電性部材）が異色色調であ
るとは、上述の同色色調と認められない色調の組み合わせを意味する。
【００４６】
　導電性部材が金属色調を呈するのであれば、例えば、閉鎖部材は、赤、オレンジ、黄色
などの目立つ色調を呈することができる。
　この場合における好ましい一態様では、閉鎖部材は、時計の機能表示を示す指標である
。ここで、「機能表示」の具体例としては、時刻表示、日付表示、曜日表示、月表示、年
表示、電池の残量表示、圧力や温度などの外環境測定値の表示、アンテナの受信感度表示
、アンテナにおける受信の成否の表示などが挙げられる。
【００４７】
　このようにすることで、この閉鎖部材の部分を、時計の機能表示を示す指標として、時
計の携帯者などの観察者に視認し易くすることができる。
　本発明における好ましい態様では、閉鎖部材の視認面と導電性部材の視認面に、同一の
装飾仕上げ面が形成されている。
【００４８】
　好ましい一態様では、装飾仕上げ面は、閉鎖部材から導電性部材へ連続する目付け面で
ある。
　好ましい別の態様では、装飾仕上げ面は、閉鎖部材から導電性部材へ連続する鏡面であ
る。
【００４９】
　好ましい別の態様では、装飾仕上げ面は、閉鎖部材から導電性部材へ連続する梨地面で
ある。
　このように、閉鎖部材の視認面と導電性部材の視認面に、同一の装飾仕上げを施すこと
で、閉鎖部材を配置しても、装飾性を有し、かつ、一体的で統一感のある外観が得られ、
表示部材の美観や高級感が向上し、時計自体の美観や高級感も向上する。
【００５０】
　ここで、目付けによる装飾仕上げの具体例としては、機械的加工による目付け、例えば
ヘアライン、旭光目付けなどが挙げられる。ヘアラインは、直線的な複数の凹部が形成さ
れた仕上げとして知られているものである。旭光目付けは、表示部材中心から放射状に細
かい凹部が形成された仕上げとして知られているものである。
【００５１】
　本発明における好ましい態様では、導電性部材と閉鎖部材の視認面が、略同一平面を形
成している。
　このようにすることで、導電性部材と閉鎖部材とが一体的に視認されるので、表示部材
の美観が向上し、時計自体の美観も向上する。
【００５２】
　本発明における好ましい態様では、閉鎖部材は、時計の機能表示を示す指標である。こ
こで、「機能表示」の具体例としては、時刻表示、日付表示、曜日表示、月表示、年表示
、電池の残量表示、圧力や温度などの外環境測定値の表示、アンテナの受信感度表示、ア
ンテナにおける受信の成否の表示などが挙げられる。
【００５３】
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　このようにすることで、時計の携帯者などの観察者は、この閉鎖部材の部分を、時計の
機能表示を示す指標として容易に視認できる。また、閉鎖部材が視認されようとも、導電
性部材として不自然な印象を与えることがなく、時計自体の美観も向上する。
【００５４】
　閉鎖部材を時計の機能表示を示す指標とする場合には、時計の機能表示を視認し易い点
から、閉鎖部材の視認面の色調は、導電性部材の視認面の色調と異色色調であることが好
ましい。
【００５５】
　本発明における好ましい態様では、閉鎖部材の上面に、付加部材が配置されている。
　このように、閉鎖部材の上面に付加部材を配置することで、閉鎖部材に装飾性や機能性
を付与することができる。
【００５６】
　好ましい一態様では、前記付加部材は、装飾部材である。ここで、装飾部材の具体例と
しては、宝石や貴石などの輝石、ガラス等からなる疑似輝石などが挙げられる。
　このように、閉鎖部材の上面に装飾部材を配置することで、表示部材の美観や高級観が
向上し、時計自体の美観や高級感も向上する。
【００５７】
　本発明における好ましい態様では、閉鎖部材の下面に、発光体を含む発光層が配置され
ている。
　このように、閉鎖部材の下面に発光層を配置することで、発光層が暗所において発光し
、見切り部（表示領域）を照明することができる。
【００５８】
　本発明における好ましい態様では、閉鎖部材は、時経過表示手段を備えている。ここで
、時経過表示手段は、付加的に時経過を表示する構成を備えたもの、例えば、閉鎖部材上
に表示された時刻表示部と、指針とを備えたものである。具体的には、タイマー機能、ク
ロノグラフ機能、アラーム機能、他国時刻表示機能を有するものが例示できる。
【００５９】
　このようにすることで、閉鎖部材に時経過表示機能が付与される。さらに、閉鎖部材が
視認されようとも、表示部材全体として不自然な印象を与えることがなく、時計自体の美
観も向上する。
【００６０】
　本発明における好ましい態様では、導電性部材の下面に、透過性反射板が配置されてい
る。
　このように、導電性部材の下面に透過性反射板を配置することで、表示部材全体として
装飾性の富んだ貴金属感が表れるとともに、導電性部材に設けた欠落部が、透過性反射板
の作用を受けて殆ど目立たず、違和感を覚えさせないようにすることができる。
【００６１】
　本発明における好ましい態様では、表示部材は、文字板、見返しリング、表示リング、
透過性反射板のうち、少なくとも１つを備えている。
　このように、表示部材を文字板、見返しリング、表示リング、透過性反射板を組み合わ
せて構成することによって、デザインバリエーションを増やすことができる。
【００６２】
　本発明における好ましい一態様では、無線付き時計は、ハウジング内における文字板の
上方に配置された見返しリングと、
　ハウジング内における見返しリングの平面方向に沿った外方に配置されたソーラーセル
と、
を備えている。
【００６３】
　このように、ソーラーセルを文字板の上方に配置したので、金属のような非透光性の素
材からなる文字板本体を採用しても、ソーラーセルの発電に寄与する波長の外光を、ムー
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ブメントの駆動に足るだけ十分に取り入れることができる。
【００６４】
　また、見返しリングの外周側にソーラーセルを配置したので、文字板の上方にソーラー
セルを配置しても、美観を損なうことがない。
　さらに、閉鎖部材にも非透光性の素材を用いることができ、素材の選択の幅を広げるこ
とができる。
【００６５】
　本発明における好ましい別の態様では、無線付き時計は、ハウジング内における表示部
材の下方に配置されたソーラーセルを備えている。
　本発明によれば、表示部材に閉鎖部材が配置されているので、金属のような非透光性の
素材からなる導電性部材を採用しても、閉鎖部材を、ソーラーセルの発電に寄与する波長
の外光を透過する素材、例えば合成樹脂から構成することで、当該外光を、導電性部材の
欠落部を通じてその下方のソーラーセルへ、十分に取り入れることができる。
【発明の効果】
【００６６】
　本発明の無線機能付き時計によれば、文字板や見返しリング、装飾リングなどといった
表示部材の素材として、導電性材料を用いても、アンテナが所定の電波を良好な感度で受
信でき、さらに、汎用性が高い。
【００６７】
　また本発明の無線機能付き時計によれば、文字板や見返しリング、装飾リングなどとい
った表示部材の素材として、導電性材料を用いても、アンテナが所定の電波を良好な感度
で受信でき、さらに、表示部材が良好な美観や高級感を有し、外観に優れている。
【００６８】
　また本発明の無線機能付き時計によれば、文字板や見返しリング、装飾リングなどとい
った表示部材の素材として、導電性材料を用いても、アンテナが所定の電波を良好な感度
で受信でき、さらに、表示部材全体として金属外観を呈することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６９】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施例について説明する。
　なお、本明細書において「上下方向」とは、図２，図３，図１９，図２２，図２９，図
３１において、上下方向を意味する。従って、上面とは、腕時計を手首に装着した状態に
おいて、外方に露出する面であり、下面とは、同状態において手首と相対する面である。
【００７０】
　また、「平面方向」とは、上下方向に直交する方向であって、図２，図３，図１９，図
２２，図２９，図３１において、左右方向を意味するものであり、平面方向がバンドの長
手方向またはバンドの幅方向と重複する場合もある。
（実施例１）
　図１は、本発明の一実施例における無線機能付き時計の分解斜視図、図２は、図１の無
線機能付き時計を組み立てた状態におけるＡ－Ａ線の部分断面図、図３は、図１の無線機
能付き時計を組み立てた状態におけるＢ－Ｂ線の断面図、図４は、図１の無線機能付き時
計の上面図である。
【００７１】
　図１～図４において、符号１０は、全体で本実施例の無線機能付き時計を示している。
この無線機能付き時計１０は、時刻情報を含む長波標準電波（搬送波）を受信し、その時
刻情報に基づいて時刻を修正する無線機能を備えた電波腕時計であり、図１～図３に示し
たように、ハウジング１１を備えている。
【００７２】
　このハウジング１１は、導電性の略円筒形状の枠体を構成する時計ケース１２と、時計
ケース１２の下面開口部を覆うように密封状態で装着される導電性の裏蓋１３と、この時
計ケース１２の上面開口部を覆うように密封状態で装着される風防（ガラス）１４とを備
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えている。
【００７３】
　このハウジング１１内には、時計駆動部を構成するムーブメント１５が配置され、この
ムーブメント１５の上面には、表示部材２０が配置されている。この実施例において、表
示部材２０は文字板を成している。表示部材２０における、時計ケース１２の上面開口部
１２ａから視認される領域が表示領域を成す。
【００７４】
　ムーブメント１５の側部下方の小径部１５ａには、標準電波を受信するためのアンテナ
２７が付設されている。なお、この実施例では、アンテナ２７として、コアとなる棒状の
磁芯部材と、この磁芯部材の外周に巻かれたコイルとからなるバーアンテナを図示してい
るが、これに限らず、その他の構成のアンテナであってもよい。
【００７５】
　ムーブメント１５および表示部材２０の外周側には、環状の支持枠４４が配置されてい
る。支持枠４４は、合成樹脂などの非導電性材料からなり、ハウジング１１の一部を構成
する時計ケース１２がステンレスのような導電性材料からなる場合には、導電性の時計ケ
ース１２とアンテナ２７との平面方向に沿った隙間を確保しアンテナ２７の受信性能を高
く維持する。
【００７６】
　ハウジング１１内における表示部材２０の上方には、環状の見返しリング２６が配置さ
れている。この見返しリング２６の平面方向に沿った外方には、支持枠４４の内周部に沿
って、環状のソーラーセル２５が配置されている。
【００７７】
　ソーラーセル２５は、図２に示すように、支持枠４４内を貫通する電極部４６によって
ムーブメント１５へ電気的に接続されており、ムーブメント１５を光の起電力によって駆
動する。
【００７８】
　ソーラーセル２５としては、可撓性を有する帯状の基材にアモルファスシリコン等のセ
ル部を形成したものを用いることができる。このようなソーラーセル２５の具体例として
は、電極パターンが形成されたフレキシブルプリント基板上にセル部を実装したもの、樹
脂フィルムや絶縁膜を施した金属薄板上にセル部を形成し、両端に正負電極を形成したも
のなどが挙げられる。
【００７９】
　ソーラーセル２５は、支持枠４４の内周面または見返しリング２６の外周面に巻き付け
るか、あるいは、支持枠４４または見返しリング２６に貼着して固定することができる。
　見返しリング２６は、ソーラーセル２５の発電に寄与する波長の外光を透過する透光機
能を有する材質、例えば合成樹脂から構成されている。
【００８０】
　ムーブメント１５より突出して、表示部材２０を貫通する針軸３０には、図３に示すよ
うに、分針や時針などの指針３１が配置される。これらの指針３１は、表示部材２０と風
防１４との間に位置して時刻を表示するようになっている。
【００８１】
　図２および図３に示すように、風防１４の外周部と、時計ケース１２の上端内周部との
間には、風防１４を密封状態で固定するための固定（防水）パッキン４５が介装されてい
る。
【００８２】
　また、図２および図３に示すように、裏蓋１３には、内側に突設する中子部４１が形成
されており、この中子部４１の外周部には、離間して形成された複数の係合突設部４２が
突設されている。そして、時計ケース１２の下端近傍の内周部には、裏蓋１３の中子部４
１の係合突設部４２が係合する係合用凹部４３が形成されている。
【００８３】
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　裏蓋１３における中子部４１の係合突設部４２を、時計ケース１２の係合用凹部４３に
係合することによって、時計ケース１２の上部に形成された押さえ面と、裏蓋１３の中子
部４１の上端部との間で、支持枠４４が押圧されて、これにより、ムーブメント１５、表
示部材２０、および見返しリング２６が、時計ケース１２の内部に固定されるようになっ
ている。なお、符号４０は、裏蓋１３と時計ケース１２との間を密封状態で封止するため
の防水パッキンである。
【００８４】
　図１に示すように、時計ケース１２は、外方に突出する２組のバンド取り付け部２８を
備えており、これらのバンド取り付け部２８にはそれぞれ、互いに対向するように、一定
間隔離間して配置され、時計ケース１２より延設された脚部２９が設けられている。
【００８５】
　そして、これらの脚部２９の間に、図示しない腕時計のバンドが連結されるようになっ
ている。
　この実施例の無線機能付き時計１０では、図１，図３，図４に示すように、表示部材２
０における導電性部材２１に、欠落部２１ａが設けられている。表示部材２０において、
導電性部材２１は、文字板として時刻表示機能を担う。欠落部２１ａは、文字板である導
電性部材２１を上下方向に沿って貫通する、上面視で略矩形の開口部を成す。そしてこの
欠落部２１ａには、欠落部２１ａの全体を塞ぐように、非導電性の閉鎖部材２２が配置さ
れている。閉鎖部材２２は、欠落部２１ａと相似形状を成すように、上面視で略矩形を成
す部品として用意される。
【００８６】
　閉鎖部材２２を導電性部材２１の欠落部２１ａに固定する方法としては、接着剤、粘着
剤、両面粘着テープ等を用いた接合層を介して固定する方法などが適用できるが、閉鎖部
材２２を欠落部２１ａへ適切に固定できるのであれば、その他の方法であってもよい。
【００８７】
　図４に示すように、閉鎖部材２２は、アンテナ２７における両側の開放端部２７ａ，２
７ｂに対向して、それぞれの開放端部２７ａ，２７ｂの上方近傍を含む位置に配置されて
いる。
【００８８】
　このような位置に閉鎖部材２２を配置することで、表示部材２０の上方から入射する電
波は欠落部２１ａを塞ぐ閉鎖部材２２を透過し、欠落部２１ａに対向する位置にあるアン
テナ２７の開放端部２７ａ，２７ｂに到達するので、アンテナ２７は所定の電波を良好な
感度で受信できる。
【００８９】
　この閉鎖部材２２に対しては、表示部材２０全体としての美観や高級感の付与、あるい
は機能性の付与のための各種の処理および加工を適用できる。
　好ましい一態様では、表示部材２０全体としての美観や高級感を付与するために、閉鎖
部材２２の視認面に装飾被膜が形成される。
【００９０】
　この場合、閉鎖部材２２の視認面と導電性部材２１の視認面に、同一の装飾被膜を形成
することで、閉鎖部材２２が視認されにくくなり、その結果、表示部材２０の美観が向上
し、時計自体の美観も向上する。
【００９１】
　あるいは、閉鎖部材２２の視認面の色調が、導電性部材２１の視認面の色調である金属
外観と同色色調である金属外観を呈するように、閉鎖部材２２に対して装飾被膜を形成す
ることで、表示部材２０の高級感が向上し、時計自体の高級感も向上する。
【００９２】
　好ましい別の態様では、表示部材２０全体としての美観や高級感を付与するために、閉
鎖部材２２の視認面と導電性部材２１の視認面に、同一の装飾仕上げ面が形成される。こ
のようにすることで、閉鎖部材２２を配置しても、装飾性を有し、かつ、一体的で統一感
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のある外観が得られるので、表示部材２０の美観や高級感が向上し、時計自体の美観や高
級感も向上する。
【００９３】
　ここで、装飾仕上げの具体例としては、ヘアライン、旭光目付けなどの機械的加工によ
る目付け、あるいは鏡面、梨地などが挙げられる。
　また、図３にも示すように、閉鎖部材２２と導電性部材２１の視認面が、略同一平面を
形成するようにすることで、閉鎖部材２２と導電性部材２１とが一体的に視認されるので
、表示部材２０の美観が向上し、時計自体の美観も向上する。
【００９４】
　また本実施例では、表示部材２０の上方に透光性の見返しリング２６を配置すると共に
、その外方に環状のソーラーセル２５を配置する構成としたので、金属のような非透光性
の素材からなる導電性部材２１を採用しても、ソーラーセル２５の発電に寄与する波長の
外光を、ムーブメント１５の駆動に足るだけ十分に取り入れることができる。
【００９５】
　また、見返しリング２６の外周側にソーラーセル２５を配置しているので、表示部材２
０の上方にソーラーセル２５を配置しても、美観を損なうことがない。
　さらに、閉鎖部材２２にも非透光性の素材を用いることができ、素材の選択の幅を広げ
ることができる。
（変形例１）
　図５は、実施例１に係る無線付き時計の変形例における文字板を示す断面図である。こ
の変形例では、閉鎖部材２２は、導電性部材２１における欠落部２１ａの周縁部の底面側
に沿って形成された段部２１ｂに載置され、段部２１ｂの上面の接合層５０を介して導電
性部材２１に固定されている。閉鎖部材２２の視認面は、導電性部材２１の視認面と略同
一平面を形成している。
【００９６】
　接合層５０には、例えば、接着剤、粘着剤、両面粘着テープなどが用いられる。また、
符号２３は、表示部材２０を不図示のムーブメント１５に位置決め固定するための、裏面
に突出したバンプである。
（変形例２）
　図６は、実施例１に係る無線機能付き時計の別の変形例における文字板を示す断面図で
ある。この変形例では、閉鎖部材２２は、導電性部材２１の上面における欠落部２１ａの
周縁部に沿った位置に、接合層５０を介して載置され、かつ、固定されている。このよう
に導電性部材２１の上面に閉鎖部材２２を固定する場合であっても、薄い閉鎖部材２２を
適用することで、閉鎖部材２２の視認面と、導電性部材２１の視認面とを略同一平面とす
ることができる。
（変形例３）
　図７は、実施例１に係る無線機能付き時計の別の変形例における文字板を示す断面図で
ある。この変形例では、閉鎖部材２２は、紙、繊維体などの剛性が劣る材料、あるいは、
ガラス、陶材などの衝撃で破損するような脆性の材料を素材としている。このような剛性
の不足や脆性を補強するために、閉鎖部材２２は、接合層５２を介して非導電性の補強部
材５１と一体化されている。
【００９７】
　補強部材５１としては、閉鎖部材２２の材料と比較して剛性が高く、耐衝撃性が高いも
の、例えば合成樹脂板などが用いられる。また、接合層５２には、例えば、接着剤、粘着
剤、両面粘着テープなどが用いられる。
【００９８】
　閉鎖部材２２と補強部材５１の積層体は、導電性部材２１における欠落部２１ａの周縁
部の底面側に沿って形成された段部２１ｂに載置され、段部２１ｂの上面の接合層５０を
介して導電性部材２１に固定されている。閉鎖部材２２の視認面は、導電性部材２１の視
認面と略同一平面を形成している。
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（変形例４）
　図８は、実施例１に係る無線機能付き時計の別の変形例における文字板を示す断面図で
ある。この変形例における閉鎖部材２２は、合成樹脂で形成されたものである。このよう
に閉鎖部材２２が合成樹脂である場合、例えば、インサート成型によって導電性部材２１
と一体的に閉鎖部材２２を形成することができる。
【００９９】
　さらに、インサート成型によって閉鎖部材２２を形成する場合、成型金型の目付けを転
写することで、閉鎖部材２２の視認面に目付け２３を施すようにしてもよい。一方で、金
属製等の導電性部材２１の視認面にも同じ目付けを別途に施すことで、同図に示すように
、閉鎖部材２２から導電性部材２１へ連続する目付け面を形成することができる。
（実施例２）
　図９は、本発明の別の実施例における無線機能付き時計の上面図である。なお、この実
施例の無線機能付き時計１０は、上述の実施例１の無線機能付き時計１０と基本的には同
様な構成であり、同一の構成要素には、同一の参照番号を付してその詳細な説明を省略す
る。後述する実施例３～実施例９においても同様である。
【０１００】
　この実施例の無線機能付き時計１０では、導電性の導電性部材２１に２つの欠落部２１
ａが設けられ、これらの欠落部２１ａのそれぞれに、これらの欠落部２１ａを塞ぐ非導電
性の閉鎖部材２２が配置されている。表示部材２０において、導電性部材２１は、時刻表
示部を備える文字板として、時刻表示機能を担う。２つの欠落部２１ａはそれぞれ、導電
性部材２１を上下方向に貫通する、上面視で略円形の開口部を成す。閉鎖部材２２は、欠
落部２１ａと相似形状を成すように、上面視で略円形を成す部品として形成される。
【０１０１】
　一方の閉鎖部材２２は、ハウジング１１内における表示部材２０の下方に収容されたア
ンテナ２７の一方の開放端部２７ａに対向して、開放端部２７ａの上方近傍に配置されて
いる。また、他方の閉鎖部材２２は、アンテナ２７の他方の開放端部２７ｂに対向して、
開放端部２７ｂの上方近傍に配置されている。
【０１０２】
　このような位置に閉鎖部材２２を配置することで、表示部材２０の上方から入射する電
波は閉鎖部材２２を透過し、閉鎖部材２２に対向する位置にあるアンテナ２７の開放端部
２７ａ，２７ｂに到達するので、アンテナ２７は所定の電波を良好な感度で受信できる。
【０１０３】
　さらに、この閉鎖部材２２に対しては、表示部材２０全体としての美観や高級感を向上
させるための各種の処理および加工を適用できる。例えば、閉鎖部材２２の視認面には装
飾被膜が形成され、特に、閉鎖部材２２の視認面の色調が、導電性部材２１の視認面の色
調である金属外観と同色色調である金属外観を呈するように装飾被膜が形成される。ある
いは、閉鎖部材２２の視認面と導電性部材２１の視認面に、同一の装飾仕上げ面、例えば
目付け、鏡面、梨地などが形成される。
（実施例３）
　図１０は、本発明の別の実施例における無線機能付き時計の上面図である。この実施例
の無線機能付き時計１０では、導電性の導電性部材２１に１つの欠落部２１ａが設けられ
、この欠落部２１ａには、欠落部２１ａを塞ぐ非導電性の閉鎖部材２２が配置されている
。表示部材２０において、導電性部材２１は、文字板として時刻表示機能を担う。欠落部
２１ａは、導電性部材２１を上下方向に貫通する、上面視で略円形の開口部を成す。
【０１０４】
　閉鎖部材２２は、ハウジング１１内における表示部材２０の下方に収容されたアンテナ
２７の一方の開放端部２７ａに対向して、開放端部２７ａの上方近傍を含む位置に配置さ
れている。
【０１０５】
　このような位置に閉鎖部材２２を配置することで、表示部材２０の上方から入射する電
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波は閉鎖部材２２を透過し、閉鎖部材２２に対向する位置にあるアンテナ２７の開放端部
２７ａに到達するので、アンテナ２７は所定の電波を良好な感度で受信できる。
【０１０６】
　さらに、この閉鎖部材２２に対しては、表示部材２０全体としての美観や高級感を向上
させるための各種の処理および加工を適用できる。例えば、閉鎖部材２２の視認面には装
飾被膜が形成され、特に、閉鎖部材２２の視認面の色調が、導電性部材２１の視認面の色
調である金属外観と同色色調である金属外観を呈するように装飾被膜が形成される。ある
いは、閉鎖部材２２の視認面と導電性部材２１の視認面に、同一の装飾仕上げ面、例えば
目付け、鏡面、梨地などが形成される。
（実施例４）
　図１１は、本発明の別の実施例における無線機能付き時計の上面図である。この実施例
の無線機能付き時計１０では、文字板を担う導電性部材２１における時刻表示部２４の内
側に、表示部材２０と同心の円状の欠落部２１ａが、導電性部材２１を上下方向に貫通し
て設けられる。この欠落部２１ａには、欠落部２１ａを塞ぐ非導電性の円状の閉鎖部材２
２が配置されている。
【０１０７】
　閉鎖部材２２は、ハウジング１１内における表示部材２０の下方に収容されたアンテナ
２７の上方に、平面方向においてアンテナ２７の全体を含むように配置されている。
　このような形態で閉鎖部材２２を配置することで、表示部材２０の上方から入射する電
波は閉鎖部材２２を透過し、閉鎖部材２２の下方にあるアンテナ２７に到達するので、ア
ンテナ２７は所定の電波を良好な感度で受信できる。
【０１０８】
　さらに、この閉鎖部材２２に対しては、表示部材２０全体としての美観や高級感を向上
させるための各種の処理および加工を適用できる。例えば、閉鎖部材２２の視認面には装
飾被膜が形成され、特に、閉鎖部材２２の視認面の色調が、導電性部材２１の視認面の色
調である金属外観と同色色調である金属外観を呈するように装飾被膜が形成される。ある
いは、閉鎖部材２２の視認面と導電性部材２１の視認面に、同一の装飾仕上げ面、例えば
目付け、鏡面、梨地などが形成される。
【０１０９】
　また、この実施例では、非導電性の閉鎖部材２２として、例えば貝などの装飾性を有す
る部材を配置することによっても、表示部材２０全体としての美観を向上させることがで
きる。
（実施例５）
　図１２は、本発明の別の実施例における無線機能付き時計の上面図である。この実施例
の無線機能付き時計１０では、表示部材２０における外周部に沿って、環状の欠落部２１
ａが設けられる。すなわち、環状の欠落部２１ａに囲まれた中央部分に、上面視で略円形
を成す導電性部材２１が配置される。結果として、表示部材２０の外周縁を、上面視で環
状に上下方向に沿って貫通するように、欠落部２１ａが形成される。この欠落部２１ａに
は、欠落部２１ａを塞ぐ非導電性の環状の閉鎖部材２２が配置されている。表示部材２０
の時刻表示部２４は、環状の閉鎖部材２２に設けられ、閉鎖部材２２が文字板として、時
刻表示機能を担う。
【０１１０】
　閉鎖部材２２は、ハウジング１１内における表示部材２０の下方に収容されたアンテナ
２７の両側の開放端部２７ａ，２７ｂに対向して、開放端部２７ａ，２７ｂの上方近傍を
含むように配置されている。
【０１１１】
　このような形態で閉鎖部材２２を配置することで、表示部材２０の上方から入射する電
波は閉鎖部材２２を透過し、閉鎖部材２２に対向する位置にあるアンテナ２７の開放端部
２７ａ，２７ｂに到達するので、アンテナ２７は所定の電波を良好な感度で受信できる。
【０１１２】
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　さらに、この閉鎖部材２２に対しては、表示部材２０全体としての美観や高級感を向上
させるための各種の処理および加工を適用できる。例えば、閉鎖部材２２の視認面には装
飾被膜が形成され、特に、閉鎖部材２２の視認面の色調が、導電性部材２１の視認面の色
調である金属外観と同色色調である金属外観を呈するように装飾被膜が形成される。ある
いは、閉鎖部材２２の視認面と導電性部材２１の視認面に、同一の装飾仕上げ面、例えば
目付け、鏡面、梨地などが形成される。
【０１１３】
　また、この実施例では、非導電性の閉鎖部材２２として、例えば貝などの装飾性を有す
る部材を配置することによっても、表示部材２０全体としての美観を向上させることがで
きる。
【０１１４】
　また、この実施例において、上面視で略円形の導電性部材２１は、無線機能付き時計１
０の表示領域の大部分を占めていることが好ましい。
　具体的には、表示領域内の半分以上を、金属製等の導電性部材２１が占めることによっ
て、表示領域内の表示部材２０がすべて金属から成るかのように視認されるので、表示部
材２０全体に金属外観と高級感とが与えられ、時計自体の美観や高級感も向上する。
【０１１５】
　例えば、図１２に示すように、欠落部２１ａと導電性部材２１とが同心円である場合、
欠落部２１ａの外径、すなわち表示領域内の径をＲとすると、表示領域内の導電性部材２
１が欠落部２１ａと同一の面積を占めるためには導電性部材２１の外径を、数１とすれば
よい。
【０１１６】
【数１】

【０１１７】
　したがって、導電性部材２１の外径が数１以上であれば、表示領域内の半分以上の面積
を金属製等の導電性部材２１が締めることになるので、表示領域内の表示部材２０全体に
金属外観と高級感が与えられ、時計自体の美観や高級感も向上することができる。
【０１１８】
　なお、この実施例においては導電性部材２１の外周に沿って、環状の欠落部２１ａを設
けているが、図１３に示すように、上面視で略扇形状の欠落部２１ａとしても構わない。
この欠落部２１ａは、導電性部材２１を上下方向に沿って貫通し、かつ平面方向に沿って
、詳しくは図中左側に向けて、導電性部材２１の外方に連通するように開口する。この場
合、導電性部材２１と閉鎖部材２２双方にまたがって時刻表示部が形成され、導電性部材
２１と閉鎖部材２２双方で、単一の文字板として、時刻表示機能を担う。
【０１１９】
　このように欠落部２１ａを略扇形状とした場合であっても、この欠落部２１ａが、表示
部材２０の下方に収容されたアンテナ２７の上方に、平面方向においてアンテナ２７の全
体を含むように配置することで、表示部材２０の上方から入射する電波は、欠落部２１ａ
を塞ぐ閉鎖部材２２を透過し、表示部材２０の下方にあるアンテナ２７に到達するので、
アンテナ２７は所定の電波を良好な感度で受信できる。
（実施例６）
　図１４は、本発明の別の実施例における無線機能付き時計の上面図である。この実施例
の無線機能付き時計１０では、導電性の導電性部材２１における時刻表示位置に、欠落部
２１ａが上下方向に貫通して設けられ、それぞれの欠落部２１ａには、欠落部２１ａを塞
ぐ非導電性の閉鎖部材２２が配置されている。この場合、導電性部材２１は、表示部材２
０における文字板として機能し、欠落部２１ａは、導電性部材２１における時刻表示部の
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一部として機能する。
【０１２０】
　閉鎖部材２２の一つは、ハウジング１１内における表示部材２０の下方に収容されたア
ンテナ２７の一方の開放端部２７ａに対向して、開放端部２７ａの上方近傍に配置され、
他の一つは、アンテナ２７の一方の開放端部２７ｂに対向して、開放端部２７ｂの上方近
傍に配置されている。
【０１２１】
　このような形態で閉鎖部材２２を配置することで、表示部材２０の上方から入射する電
波は閉鎖部材２２を透過し、閉鎖部材２２に対向する位置にあるアンテナ２７の開放端部
２７ａ，２７ｂに到達するので、アンテナ２７は所定の電波を良好な感度で受信できる。
【０１２２】
　さらに、これらの閉鎖部材２２の視認面の色調は、導電性部材２１の視認面の色調と異
色色調となっており、閉鎖部材２２自体が、時刻を示す指標となっている。この場合、閉
鎖部材２２に塗装被膜等を施して、閉鎖部材２２の素材の色調とは異なる色調とするよう
にしてもよい。
【０１２３】
　このような形態で閉鎖部材２２を配置することで、これらの閉鎖部材２２の部分を、時
刻を示す指標として、時計の携帯者などの観察者に容易に視認させることができる。
（実施例７）
　図１５は、本発明の別の実施例における無線機能付き時計の上面図である。この実施例
の無線機能付き時計１０では、導電性部材２１における時刻表示位置に、導電性部材２１
を上下方向に貫通して、欠落部２１ａが設けられ、それぞれの欠落部２１ａには、欠落部
２１ａを塞ぐ非導電性の閉鎖部材２２が配置されている。
【０１２４】
　閉鎖部材２２の一つは、ハウジング１１内における表示部材２０の下方に収容されたア
ンテナ２７の一方の開放端部２７ａに対向して、開放端部２７ａの上方近傍に配置され、
他の一つは、アンテナ２７の一方の開放端部２７ｂに対向して、開放端部２７ｂの上方近
傍に配置されている。
【０１２５】
　このような形態で閉鎖部材２２を配置することで、表示部材２０の上方から入射する電
波は閉鎖部材２２を透過し、閉鎖部材２２に対向する位置にあるアンテナ２７の開放端部
２７ａ，２７ｂに到達するので、アンテナ２７は所定の電波を良好な感度で受信できる。
【０１２６】
　さらに、それぞれの閉鎖部材２２の上面には、貴石等の装飾部材６０が配置されている
。本実施例では、これらの装飾部材６０は、時刻を示す指標としても機能している。すな
わち、欠落部２１ａは、表示部材２０を装飾するための装飾部材である共に、導電性部材
２１における時刻表示部の一部として機能する。
【０１２７】
　このように、閉鎖部材２２の上面に装飾部材６０を配置することで、表示部材２０の美
観や高級観が向上し、時計自体の美観や高級感も向上する。
（実施例８）
　図１６は、本発明の別の実施例における無線機能付き時計の上面図である。この実施例
の無線機能付き時計１０では、導電性部材２１に、上面視で略矩形状の欠落部２１ａが上
下方向に貫通して設けられ、この欠落部２１ａには、欠落部２１ａを塞ぐ非導電性の閉鎖
部材２２が配置されている。
【０１２８】
　閉鎖部材２２は、ハウジング１１内における表示部材２０の下方に収容されたアンテナ
２７の上方に、平面方向においてアンテナ２７の全体を含むように配置されている。
　このような形態で閉鎖部材２２を配置することで、表示部材２０の上方から入射する電
波は閉鎖部材２２を透過し、閉鎖部材２２の下方にあるアンテナ２７に到達するので、ア
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ンテナ２７は所定の電波を良好な感度で受信できる。
【０１２９】
　さらに、閉鎖部材２２の上面には、貴石等の装飾部材６０が複数個並んで配置されてい
る。
　このように、閉鎖部材２２の上面に適宜の形態で装飾部材６０を配置することで、表示
部材２０の美観や高級観が向上し、時計自体の美観や高級感も向上する。特に、閉鎖部材
２２が導電性部材２１とは異色で目立つ場合等には、閉鎖部材２２が目立つことによる美
観や高級感への外観上の影響を回避することができる。
（実施例９）
　図１７は、本発明の別の実施例における無線機能付き時計の上面図である。この実施例
の無線機能付き時計１０では、導電性部材２１を上下方向に貫通して、上面視で略円形の
２つの欠落部２１ａが導電性部材２１に設けられる。それぞれの欠落部２１ａに、欠落部
２１ａを塞ぐ非導電性の閉鎖部材２２が配置されている。
【０１３０】
　一方の閉鎖部材２２は、ハウジング１１内における表示部材２０の下方に収容されたア
ンテナ２７の一方の開放端部２７ａに対向して、開放端部２７ａの上方近傍を含む位置に
配置されている。また、他方の閉鎖部材２２は、アンテナ２７の他方の開放端部２７ｂに
対向して、開放端部２７ｂの上方近傍を含む位置に配置されている。
【０１３１】
　このような位置に閉鎖部材２２を配置することで、表示部材２０の上方から入射する電
波は閉鎖部材２２を透過し、閉鎖部材２２に対向する位置にあるアンテナ２７の開放端部
２７ａ，２７ｂに到達するので、アンテナ２７は所定の電波を良好な感度で受信できる。
【０１３２】
　さらに、閉鎖部材２２は、時経過表示手段７０を備えている。ここで、時経過表示手段
７０は、付加的に時経過を表示する構成を備えたもの、例えば、閉鎖部材２２上に表示さ
れた時刻表示部と、指針とを備えたものである。具体的には、タイマー機能、クロノグラ
フ機能、アラーム機能、他国時刻表示機能を有するものが例示できる。
【０１３３】
　このようにすることで、閉鎖部材２２に時経過表示機能が付与される。さらに、閉鎖部
材２２が視認されようとも、表示部材２０全体として不自然な印象を与えることがなく、
時計自体の美観も向上する。
（実施例１０）
　図１８は、本発明の別の実施例における無線機能付き時計の分解斜視図、図１９は、図
１８の無線機能付き時計を組み立てた状態におけるＡ－Ａ線の部分断面図である。なお、
上述の実施例１の無線機能付き時計１０と同一の構成要素には、同一の参照番号を付して
その詳細な説明を省略する。
【０１３４】
　この実施例の無線機能付き時計１０は、ハウジング１１を備えており、このハウジング
１１は、導電性の略円筒形状の枠体を構成する時計ケース１２と、時計ケース１２の下面
開口部を覆うように密封状態で装着される導電性の裏蓋１３と、この時計ケース１２の上
面開口部を覆うように密封状態で装着される風防（ガラス）１４とを備えている。
【０１３５】
　このハウジング１１内には、時計駆動部を構成するムーブメント１５が配置され、この
ムーブメント１５の上には、ムーブメント１５を光の起電力によって駆動するためのソー
ラーセル２５が配置されている。さらにその上には、表示部材２０が配置されている。実
施例１と同様に、この表示部材２０は、導電性部材２１と、導電性部材２１の欠落部２１
ａに配置された非導電性の閉鎖部材２２とから構成されている。
【０１３６】
　また、詳細な図示は省略するが、閉鎖部材２２は、ムーブメント１５の側部下方に付設
されたアンテナ２７に対向して、アンテナ２７の両側の開放端部２７ａ，２７ｂの上方近
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傍を含む位置に配置されている。
【０１３７】
　裏蓋１３における中子部４１の係合突設部４２を、時計ケース１２の係合用凹部４３に
係合することによって、時計ケース１２の上部に形成された押さえ面と、裏蓋１３の中子
部４１の上端部との間で、支持枠４４を介してムーブメント１５と文字板２０が押圧され
て、これらが時計ケース１２の内部に固定されるようになっている。
【０１３８】
　本実施例では、ハウジング１１内における表示部材２０の下方にソーラーセル２５を配
置しているが、閉鎖部材２２を、ソーラーセル２５の発電に寄与する波長の外光を透過す
る透光機能を有する材質、例えば合成樹脂から構成することで、金属等を素材とした導電
性部材２１が非透光性であっても、導電性部材２１の欠落部２１ａを通じてその下方のソ
ーラーセル２５へ外光を十分に取り入れることができる。
（実施例１１）
　図２０は、本発明の別の実施例における無線機能付き時計の分解斜視図、図２１は、図
２０の無線機能付き時計の上面図である。なお、この実施例の無線機能付き時計１０は、
上述の実施例１の無線機能付き時計１０と基本的には同様な構成であり、同一の構成要素
には、同一の参照番号を付してその詳細な説明を省略する。また、この実施例においては
、裏蓋１３と風防（ガラス）１４は説明に必要がないため図示していない。
【０１３９】
　この実施例の無線機能付き時計１０では、導電性部材２１として見返しリングが用いら
れており、環状の導電性部材２１の内側が、欠落部２１ａを構成する。すなわち、上下方
向に貫通した、上面視で略円形を成す開口部として、欠落部２１ａが実施される。この導
電性部材２１の欠落部２１ａを塞ぐ非導電性の閉鎖部材２２が、導電性部材２１の下面に
配置されている。この実施例では、閉鎖部材２２が、時刻表示部を備える文字板を成して
いる。
【０１４０】
　導電性部材２１は、その欠落部２１ａが、表示部材２０の下方に収容されたアンテナ２
７の上方に、平面方向においてアンテナ２７の全体を含むように配置されている。
　このような形態で導電性部材２１を配置することで、表示部材２０の上方から入射する
電波は、欠落部２１ａを塞ぐ閉鎖部材２２を透過し、表示部材２０の下方にあるアンテナ
２７に到達するので、アンテナ２７は所定の電波を良好な感度で受信できる。
【０１４１】
　さらに、この閉鎖部材２２に対しては、表示部材２０全体としての美観や高級感を向上
させるための各種の処理および加工を適用できる。例えば、閉鎖部材２２の視認面には装
飾被膜が形成され、特に、閉鎖部材２２の視認面の色調が、導電性部材２１の視認面の色
調である金属外観と同色色調である金属外観を呈するように装飾被膜が形成される。ある
いは、閉鎖部材２２の視認面と導電性部材２１の視認面に、同一の装飾仕上げ面、例えば
目付け、鏡面、梨地などが形成される。
【０１４２】
　また、この実施例において、導電性部材２１である見返しリングは無線機能付き時計１
０の表示領域内の大部分を占めていることが好ましい。
　具体的には、表示領域内の半分以上を、金属製等の導電性部材２１である見返しリング
が占めることによって、表示領域内の表示部材２０がすべて金属から成るかのように視認
されるので、表示部材２０全体に金属外観と高級感とが与えられ、時計自体の美観や高級
感も向上する。
【０１４３】
　例えば、図２１に示すように、欠落部２１ａと導電性部材２１とが同心円である場合、
欠落部２１ａの径をＲとすると、表示領域内の見返しリングが欠落部２１ａと同一の面積
を占めるためには導電性部材２１の外径、すなわち表示領域内の径を数２とすればよい。
【０１４４】
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【数２】

【０１４５】
　したがって、導電性部材２１の外径、すなわち見切り部の径が数２以上であれば、表示
領域内の半分以上の面積を金属製等の導電性部材２１である見返しリングが締めることに
なるので、見切り部内の表示部材２０全体に金属外観と高級感が与えられ、時計自体の美
観や高級感も向上することができる。
（実施例１２）
　図２２は、本発明の別の実施例における無線機能付き時計の部分断面図である。なお、
この実施例の無線機能付き時計１０は、上述の実施例１の無線機能付き時計１０と基本的
には同様な構成であり、同一の構成要素には、同一の参照番号を付してその詳細な説明を
省略する。
【０１４６】
　この実施例の無線機能付き時計１０は、基本的には上述した実施例１１の無線機能付き
時計１０と同じ構成となっているが、被導電性の閉鎖部材２２とソーラーセル２５との間
に発光体を含んだ発光層５６を備えている。
【０１４７】
　このように発光層５６を備えることで、発光層５６が暗所において発光し、見切り部（
表示領域）を照明することができる。また、例えば、発光層５６は、紫外線を照射される
ことによって可視光を放射するものとすることもできる。
【０１４８】
　あるいは、発光体を顔料として利用することによって、閉鎖部材２２として透光性の材
料を用いる場合であっても、ソーラーセル２５が見えにくくなるばかりか、表示部材２０
に発光体の色調に準じた色調を与えることができる。
【０１４９】
　なお、発光体としては蛍光体、燐光体、放射性材料などのさまざまな発光特性を有する
ものが採用され得る。また、発光体は、畜光性であっても、放射性材料のように、自ら発
光する自己発光性であってもよい。
【０１５０】
　畜光性蛍光体としては、例えば、ＣａＳ：Ｂｉ、ＣＡＳｒＳ：Ｂｉ、ＺｎＳ：Ｃｕ、Ｚ
ｎＣｄＳ：Ｃｕなどの硫化物蛍光体が採用され得る。あるいは、Ｍ1-xＡｌ２Ｏ4-x（式中
、Ｍは、カルシウム、ストロンチウム、バリウムからなる群から選ばれる少なくとも１つ
以上の金属元素であり、かつｘが、－０．３３≦ｘ≦０．６０の範囲にある）で表される
化合物を母結晶とする長残光型の畜光性蛍光体が採用され得る。この長残光型の畜光性蛍
光体は、賦活剤としてユウロビウムを、Ｍで表される金属元素に対するモル％で０．００
２％以上２０％以下の量で含むことができる。さらに、この蛍光体は、賦活剤に加えて、
共賦活剤としてネオジム、サマリウム、ジスプロシウム、ホルミウム、エルビウム、ツリ
ウム、イッテルビウム、ルテチウムからなる群から選ばれる少なくとも１つ以上の元素を
、Ｍで表される金属元素に対するモル％で０．００２％以上２０％以下の量で含むことが
できる。
【０１５１】
　このような種々の畜光性蛍光体は、微粒子に粉砕されて、有機バインダや溶剤などに混
合され、塗布、あるいはスクリーン印刷などの印刷によって、透光性の閉鎖部材２２の裏
面（下面）上に被覆される。畜光性蛍光体として、白色色調の蛍光体が採用された場合、
閉鎖部材２２は白色色調を呈することとなる。
（実施例１３）
　図２３は、本発明の別の実施例における無線機能付き時計の分解斜視図、図２４は、図
２３の無線機能付き時計を組み立てた状態におけるＡ－Ａ線の部分断面図、図２５は図２
３の無線機能付き時計の上面図である。なお、この実施例の無線機能付き時計１０は、上
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述の実施例１の無線機能付き時計１０と基本的には同様な構成であり、同一の構成要素に
は、同一の参照番号を付してその詳細な説明を省略する。
【０１５２】
　この実施例の無線機能付き時計１０では、複数の欠落部２１ａを設けた導電性部材２１
と、この欠落部２１ａを塞ぐ非導電性の閉鎖部材２２が、導電性部材２１の上面に配置さ
れるとともに、透過性反射板３４が導電性部材２１の下面に配置されている。欠落部２１
ａは、導電性部材２１を上下方向に貫通した、上面視で略円形を成す、多数の小孔として
実施される。
【０１５３】
　透過性反射板３４は光透過性と反射性の両方の機能を持ったもので、ポリエチレンテレ
フタレート樹脂フィルムやポリイミド樹脂フィルムなどの樹脂フィルムに真空蒸着方法、
スパッタリング方法、イオンプレーティング方法などによる乾式メッキ方法で金属薄膜を
形成して透過性と反射性の両方の機能を持たせたフィルム板や反射型偏光板などを透過性
反射板３４として用いることができる。乾式メッキ方法で金属薄膜を形成した透過性反射
板３４は金属膜の膜厚を変えることにより自由に光透過率を設定することができる。この
透過性反射板３４はソーラーセル２５の濃紫色を強く見えなくするために設けるもので、
ソーラーセル２５からの反射光で表示面側へ透過して出射する光を減らすと共に、透過性
反射板３４の持っている色調で濃紫色を和らげるために設けるものである。透過性反射板
３４の色調は導電性部材２１の色調と同系色の色調を選択するのが好ましい。同系色であ
ると欠落部２１ａの存在が目立たなくなり、違和感を覚えさせないようになる。導電性部
材２１の欠落部２１ａから入射した光はこの透過性反射板３４を透過してソーラーセル２
５に入射する。しかしながら反面、この透過性反射板３４によって反射される光も現れる
のでその透過率は減少する。従って、この透過性反射板３４の透過率も考慮した中で導電
性部材２１の欠落部２１ａの大きさ、面積を設定するようにする。この透過性反射板３４
の厚みは５０～３００μｍの厚みのものを使用することが好ましい。
【０１５４】
　なお、この実施例において透過性反射板３４は１３０μｍ厚みの反射型偏光板を用いて
いる。反射型偏光板は、図２６に示すように、反射軸Ｎと透過容易軸Ｍを有していて、反
射軸Ｎと平行な振動面を持つ直線偏光成分は反射し、透過容易軸Ｍと平行な振動面を持つ
直線偏光成分は透過する特性を持っている。また、約５０％の光を透過し、約５０％の光
を反射する特性を持っている。この実施例では、住友３Ｍ社製の商品名ＤＢＥＦを用い、
光沢のある銀色（シルバー色）を呈する強い反射光を得ている。この反射型偏光板には銀
色の他に金色を呈する反射光が得られるものもある。
【０１５５】
　このように透過性反射板３４を導電性部材２１の下面に配置することによって、表示部
材２０全体として、銀色を呈して装飾性の富んだ貴金属感が表れることとなる。また、導
電性部材２１に設けた欠落部２１ａは、銀色の反射光が得られる透過性反射板３４の作用
を受けて殆ど目立たず、違和感を覚えないものとなっている。
【０１５６】
　また、図２５に示すように、導電性部材２１に設けられた多数の欠落部２１ａのうち、
少なくとも一つは、表示部材２０の下方に収容されたアンテナ２７の一方の開放端部２７
ａに対向して、開放端部２７ａの上方近傍に配置されている。さらに、アンテナ２７の他
方の開放端部２７ｂも欠落部２１ａのうち、少なくとも１つと対向して配置されることが
好ましい。
【０１５７】
　このような形態で欠落部２１ａを設けることで、表示部材２０の上方から入射する電波
は欠落部２１ａを塞ぐ閉鎖部材２２を透過し、欠落部２１ａにそれぞれ対向する位置にあ
るアンテナ２７の開放端部２７ａ，２７ｂに到達するので、アンテナ２７は所定の電波を
良好な感度で受信できる。
【０１５８】
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　なお、この実施例において欠落部は図２３～２５に示す形状には限られない。例えば、
図２７に示すように導電性部材に平行にスリットを入れてもよい。また、図示しないが、
導電性部材の中心から放射状にスリットを入れてもよし、導電性部材の中心から放射状に
入るスリットと、導電性部材の中心から同心円状に入るスリットの組み合わせであっても
構わない。このように設けられた欠落部２１ａであっても、この欠落部２１ａがアンテナ
２７の少なくとも一方の開放端部２７ａに対向して、開放端部２７ａの上方近傍に配置さ
れていれば、表示部材２０の上方から入射する電波が欠落部２１ａを塞ぐ閉鎖部材２２を
透過し、欠落部２１ａに対向する位置にあるアンテナ２７の開放端部２７ａに到達するの
で、アンテナ２７は所定の電波を良好な感度で受信できるとともに、ソーラーセル２５の
発電に寄与する波長の外光を、ムーブメント１５の駆動に足るだけ十分に取り入れること
ができる。
（実施例１４）
　図２８は、本発明の別の実施例における無線機能付き時計の表示部材の分解斜視図、図
２９は、図２８の表示部材を無線機能付き時計に組み込んだ場合における部分断面図、図
３０は、図２８の表示部材を無線機能付き時計に組み込んだ場合における上面図である。
なお、この実施例の無線機能付き時計１０は、上述の実施例１の無線機能付き時計１０と
基本的には同様な構成であり、同一の構成要素には、同一の参照番号を付してその詳細な
説明を省略する。
【０１５９】
　この実施例の無線機能付き時計１０では、導電性部材２１として指標部材６２が配置さ
れた金属製の表示リングが用いられており、この導電性部材２１の欠落部２１ａを塞ぐ非
導電性の閉鎖部材２２が、導電性部材２１の下面に配置されるとともに、閉鎖部材の下面
に、透過性反射板３４が配置されている。ここで、環状の導電性部材２１の内側が、上下
方向に貫通した、上面視で略円形を成す開口部として、欠落部２１ａを構成する。なお、
この実施例では、時刻表示機能は、専ら表示リングである導電性部材２１が担い、閉鎖部
材２２は、欠落部２１ａを塞ぐ装飾板として配置される。
【０１６０】
　この導電性部材２１は、閉鎖部材２２の穴部２２ａに導電性部材２１の固定足３６が嵌
入されることによって固定されている。
　また、導電性部材２１は、その欠落部２１ａが、表示部材２０の下方に収容されたアン
テナ２７の上方に、平面方向においてアンテナ２７の全体を含むように配置されている。
【０１６１】
　このような形態で導電性部材２１を配置することで、表示部材２０の上方から入射する
電波は、欠落部２１ａを塞ぐ閉鎖部材２２を透過し、表示部材２０の下方にあるアンテナ
２７に到達するので、アンテナ２７は所定の電波を良好な感度で受信できる。
【０１６２】
　また、この実施例の閉鎖部材２２の下面には拡散層５８を有している。このように、拡
散層５８を設けたことによって、ソーラーセル２５からの濃紫色を呈する反射光が閉鎖部
材２２を透過したときにその色調が和らげられ、更に、拡散層５８を透過する時に光拡散
が生じるのでソーラーセル２５の濃紫色は殆ど消しさられて目に視認されない。また、ソ
ーラーセル２５の反射光がこの拡散層５８によって拡散されたとき、その拡散された一部
の光が再びソーラーセル２５に向かって放射される。そして、再び閉鎖部材２２を透過し
てソーラーセル２５に入射する。これによって、光の利用効率が上がり効果的に発電に寄
与する。
【０１６３】
　なお、この実施例においては、閉鎖部材２２の下面に拡散層５８を設けてあるが、透過
性反射板３４の上面に拡散層５８を設けた構成としても同じ効果を持つものである。
　また、この実施例において、導電性部材２１である金属製の表示リングは無線機能付き
時計１０の表示領域内の大部分を占めていることが好ましい。
【０１６４】
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　具体的には、表示領域内の半分以上を、金属製の表示リングである導電性部材２１が占
めることによって、表示領域内の表示部材２０がすべて金属から成るかのように視認され
るので、表示部材２０全体に金属外観と高級感とが与えられ、時計自体の美観や高級感も
向上する。
（実施例１５）
　図３１は、本発明の別の実施例における無線機能付き時計の部分断面図である。なお、
この実施例の無線機能付き時計１０は、上述の実施例１の無線機能付き時計１０と基本的
には同様な構成であり、同一の構成要素には、同一の参照番号を付してその詳細な説明を
省略する。
【０１６５】
　この実施例の無線機能付き時計１０では、導電性部材２１として金属製の表示リングが
用いられており、この導電性部材２１の欠落部２１ａを塞ぐ非導電性の閉鎖部材２２が、
導電性部材２１の下面に配置されるとともに、閉鎖部材２２の下面に透過性反射板３４が
配置されている。すなわち、環状の導電性部材２１の内側が、上下方向に貫通した、上面
視で略円形を成す開口部として、欠落部２１ａを構成する。なお、この実施例では、閉鎖
部材２２が装飾板となっており、導電性部材２１の上面に指標部材６２が配置されている
。
【０１６６】
　この導電性部材２１は、装飾板である閉鎖部材２２と時計ケース１２のフランジ部１８
の間で挟持されることによって、固定されている。
　また、この導電性部材２１は、その欠落部２１ａが、表示部材２０の下方に収容された
アンテナ２７の上方に、平面方向においてアンテナ２７の全体を含むように配置されてい
る。
【０１６７】
　このような形態で導電性部材２１を配置することで、表示部材２０の上方から入射する
電波は、欠落部２１ａを塞ぐ閉鎖部材２２を透過し、表示部材２０の下方にあるアンテナ
２７に到達するので、アンテナ２７は所定の電波を良好な感度で受信できる。
【０１６８】
　また、この実施例の閉鎖部材２２と透過性反射板３４とは接着層５９によって接着され
ている。なお、この接着層５９の中に光拡散剤が混入させることによって、上述した実施
例１４の拡散層５８と同様の効果を得ることができる。
【０１６９】
　また、この実施例において、導電性部材２１である金属製の表示リングは無線機能付き
時計１０の表示領域内の大部分を占めていることが好ましい。
　具体的には、表示領域内の半分以上を、金属製の装飾リングである導電性部材２１が占
めることによって、表示領域内の表示部材２０がすべて金属から成るかのように視認され
るので、表示部材２０全体に金属外観と高級感とが与えられ、時計自体の美観や高級感も
向上する。
（実施例１６）
　図３２は、本発明の別の実施例における無線機能付き時計の上面図、図３３は、図３２
の無線機能付き時計の表示部材の部分拡大断面図である。なお、この実施例の無線機能付
き時計１０は、上述の実施例１の無線機能付き時計１０と基本的には同様な構成であり、
同一の構成要素には、同一の参照番号を付してその詳細な説明を省略する。
【０１７０】
　この実施例の無線機能付き時計１０では、表示部材２０における外周部に沿って、環状
の欠落部２１ａが設けられ、この欠落部２１ａには、欠落部２１ａを塞ぐ非導電性の環状
の閉鎖部材２２が配置されている。すなわち、環状の欠落部２１ａに囲まれた中央部分に
、上面視で略円形を成す導電性部材２１が配置される。結果として、表示部材２０の外周
縁を、上面視で環状に上下方向に沿って貫通するように、欠落部２１ａが形成される。な
お、指標部材６２は、導電性部材２１の上面に配置されている。
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【０１７１】
　この閉鎖部材２２は、図３３に示すように非導電性の基板８０と、繊維部材８２を複数
本集合させて十字に編みこんだものを繊維接合樹脂８３によって固めた繊維層８４とを、
接着層５９等を介して貼り付けたものとなっている。なお、この実施例では、繊維部材８
２を十字に編み込んだものを用いているが、これに限らず、例えば、綾織り、朱子織り等
の模様に編み込んだものを用いても構わない。
【０１７２】
　また、ここで、繊維部材８２としては、例えば、カーボン繊維、ガラス繊維、プラ繊維
などを用いることができる。
　カーボン繊維は、比重が鉄金属の約半分程度と比較的軽く、しかも、引張強度や引張弾
性率が高く、繊維としては非常に強度的に強く、傷等が付き難いものである。また、熱膨
張係数も小さく高温、低温に対しても収縮が小さく寸法安定性に優れている。また、化学
的安定性に優れており、酸や塩基や各種溶媒に侵され難い性質を有しているものである。
従って、このカーボン繊維で編んだ織物は強度的に強く折れ難く損傷には強いものである
。
【０１７３】
　また、カーボン繊維を用いた場合、閉鎖部材２２は、上方から見ると、縦糸束の部分と
横糸束の部分とは同じ黒色気味の色調でも光の反射方向が異なるために濃い黒色と淡い黒
色との異なった色調が現れる。また、閉鎖部材２２を少しづつ傾けて角度を変えて見ると
、光の反射方向が変わって色調の濃淡部分が少しづつ移り変わって、現れる模様も少しづ
つ変化して見える。このように、カーボン繊維からなる繊維層８４の織目模様が見る角度
によって微妙に変化する。これは、カーボン繊維が丸いことにより閉鎖部材２２を動かす
と反射方向が変わること等の作用によるものである。
【０１７４】
　また、上記構成の閉鎖部材２２は、その織目模様に立体感が現れる。これは、模様の微
小な凹凸部分に反射光の強弱が現れ、それが色調の濃淡となって現れ、その濃淡さが立体
感を感じさせる作用をなす。
【０１７５】
　以上述べたように、繊維部材８２としてカーボン繊維を用いた場合、カーボン繊維織物
の織目模様に立体感が現れて見え、そして、見る角度によってその織目模様が変化して視
認されるので高級感を植え付けると同時にいつまでも飽きを感じさせることがなく興味を
覚えさせる。
【０１７６】
　また、繊維部材８２としてガラス繊維を用いる場合には、繊維接合樹脂８３として、ガ
ラス繊維と略同一屈折率のものを使用することが好ましい。これは、ガラス繊維からの反
射光がガラス繊維と繊維接合樹脂８３との境界面で屈折が起きないようにするためで、ガ
ラス繊維からの反射光が屈折せずに放射されることによってガラス繊維のキラキラと光る
キラキラ感が視認されるようになる。一方、ガラス繊維からの反射光が屈折すると光が分
散し、キラキラ感が現れない。
【０１７７】
　このように、光沢のあるガラス繊維からなる繊維部材８２からのキラキラとした反射光
が視認されて、キラキラ感が現れるとともに、布目が綺麗に成形されているので綺麗な布
目模様が現れて見えるので、高級感を感じさせる。また、ガラス繊維１本１本の周りに繊
維接合樹脂８３が入り込んで固めてあるのでガラス繊維からなる繊維部材８２の腰も強く
、プレス加工を行ってもガラス繊維がバラけることなく、また、切断面におけるガラス繊
維のケバも発生しない。
【０１７８】
　また、繊維接合樹脂８３に着色顔料を混ぜ合わせて、繊維接合樹脂８３に着色を施すこ
ともできる。着色顔料は各種の色のものが選択できるが、顔料の配合量が多いとガラス繊
維からなる繊維部材８２キラキラ感が薄らいでしまう。このため、顔料の配合量は、繊維
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接合樹脂８３の光透過率が９０％以上確保できる程度の配合量に抑えておくのが好ましい
。このように繊維接合樹脂８３に着色を施すとカラー化が可能となり、デザインバリエー
ションを増やすことができる。
【０１７９】
　また、繊維部材８２としてプラ繊維、特にモルフォ繊維を用いることで、光の反射、干
渉などによってモルフォ蝶が発生するような色彩を発し、非常に綺麗で美しい独特の外観
色彩が得られる事となる。このモルフォ繊維とは、屈折率の異なるポリエステルとナイロ
ンを数１０ナノｍ単位の厚みで６１層積み重ねた多層積層構造を取っているもので、１本
の繊維の太さが厚み１５～２０μｍ、幅６０～７０μｍ太さの楕円構造を取っている繊維
である。
【０１８０】
　モルフォ繊維からなる繊維部材８２を用いた閉鎖部材２２は、そのモルフォ繊維が空気
にさらされていることから、モルフォ蝶が発するような色彩を発し、非常に綺麗で美しい
独特の外観色彩と、繊維部材８２の編み目模様などの装飾も伴って装飾豊かで高級感を感
じさせる。また、モルフォ繊維は透過性を有していることから、繊維層８４の下面に配置
された基板８０の色調が僅かに見えてくる。このため、基板８０の上面にメッキや塗装を
施すことで、モルフォ繊維の外観色彩と、メッキや塗装の色調との組み合わせによって更
にその装飾性を高めることができる。
【０１８１】
　なお、繊維部材８２としてはこれらの素材に限られるものではなく、ソーラーセル２５
の発電に寄与する波長の外光を、ムーブメント１５の駆動に足るだけ十分に取り入れるこ
とができるだけの光透過性を備えた非導電性の素材であれば適用することができる。
【０１８２】
　また、この実施例において導電性部材２１の欠落部２１ａを塞ぐ閉鎖部材２２は、表示
部材２０の下方に収容されたアンテナ２７の両側の開放端部２７ａ，２７ｂに対向して、
開放端部２７ａ，２７ｂの上方近傍を含むように配置されている。
【０１８３】
　このような形態で閉鎖部材２２を配置することで、表示部材２０の上方から入射する電
波は欠落部２１ａを塞ぐ閉鎖部材２２を透過し、閉鎖部材２２に対向する位置にあるアン
テナ２７の開放端部２７ａ，２７ｂに到達するので、アンテナ２７は所定の電波を良好な
感度で受信できる。
【０１８４】
　また、この実施例において、導電性部材２１は無線機能付き時計１０の見切り部内（表
示領域内）の大部分を占めていることが好ましい。
　具体的には、見切り部内（表示領域内）の半分以上を、金属製の導電性部材２１が占め
ることによって、見切り部内の表示部材２０がすべて金属から成るかのように視認される
ので、表示部材２０全体に金属外観と高級感とが与えられ、時計自体の美観や高級感も向
上する。
【０１８５】
　以上に、本発明の実施例を説明したが、本発明は、上述した実施例に何ら限定されるも
のではなく、その要旨を逸脱しない範囲内において各種の変形、変更が可能である。
　本発明における無線機能付き時計の構造は、腕時計に適用された場合に上述の顕著な効
果を発揮する。しかしながら、本発明における無線機能付き時計の構造は、腕時計以外の
時計にも適用され得る。
【０１８６】
　上述した実施例では、時刻情報を含む長波標準電波（搬送波）を受信し、その時刻情報
に基づいて時刻を修正する無線機能を備えた電波時計について説明したが、本発明におけ
る無線機能付き時計の構造は、パソコン通信機能、携帯電話機能、非接触式ＩＣカード機
能などの無線機能を備える時計にも適用され得る。
【図面の簡単な説明】
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【０１８７】
【図１】実施例１における無線機能付き時計の分解斜視図である。
【図２】図１の無線機能付き時計を組み立てた状態におけるＡ－Ａ線の部分断面図である
。
【図３】図１の無線機能付き時計を組み立てた状態におけるＢ－Ｂ線の断面図である。
【図４】図１の無線機能付き時計の上面図である。
【図５】実施例１の変形例における文字板の断面図である。
【図６】実施例１の変形例における文字板の断面図である。
【図７】実施例１の変形例における文字板の断面図である。
【図８】実施例１の変形例における文字板の断面図である。
【図９】実施例２における無線機能付き時計の上面図である。
【図１０】実施例３における無線機能付き時計の上面図である。
【図１１】実施例４における無線機能付き時計の上面図である。
【図１２】実施例５における無線機能付き時計の上面図である。
【図１３】実施例５の変形例における無線機能付き時計の上面図である。
【図１４】実施例６における無線機能付き時計の上面図である。
【図１５】実施例７における無線機能付き時計の上面図である。
【図１６】実施例８における無線機能付き時計の上面図である。
【図１７】実施例９における無線機能付き時計の上面図である。
【図１８】実施例１０における無線機能付き時計の分解斜視図である。
【図１９】図１８の無線機能付き時計を組み立てた状態におけるＡ－Ａ線の部分断面図で
ある。
【図２０】実施例１１における無線機能付き時計の分解斜視図である。
【図２１】図２０の無線機能付き時計の上面図である。
【図２２】実施例１２における無線機能付き時計の部分断面図である。
【図２３】実施例１３における無線機能付き時計の分解斜視図である。
【図２４】図２３の無線機能付き時計を組み立てた状態におけるＡ－Ａ線の部分断面図で
ある。
【図２５】図２３の無線機能付き時計の上面図である。
【図２６】実施例１３における透過性反射板の斜視図である。
【図２７】実施例１３の変形例における無線機能付き時計の上面図である。
【図２８】実施例１４における無線機能付き時計の表示部材の分解斜視図である。
【図２９】図２８の表示部材を無線機能付き時計に組み込んだ場合における、無線機能付
き時計の部分断面図である。
【図３０】図２８の表示部材を無線機能付き時計に組み込んだ場合における、無線機能付
き時計の上面図である。
【図３１】実施例１５における無線機能付き時計の部分断面図である。
【図３２】実施例１６における無線機能付き時計の上面図である。
【図３３】図３２の無線機能付き時計の表示部材の部分拡大断面図である。
【図３４】従来の無線機能付き時計の上面図である。
【符号の説明】
【０１８８】
１０　　無線機能付き時計
１１　　ハウジング
１２　　時計ケース
１２ａ　上面開口部
１３　　裏蓋
１４　　風防
１５　　ムーブメント
１５ａ　小径部
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１５ｂ　大径部
１８　　フランジ部
２０　　表示部材
２１　　導電性部材
２１ａ　欠落部
２１ｂ　段部
２２　　閉鎖部材
２３　　バンプ
２４　　時刻表示部
２５　　ソーラーセル
２６　　見返しリング
２７　　アンテナ
２７ａ，２７ｂ　開放端部
２８　　脚部
２９　　バンド取り付け部
３０　　針軸
３１　　指針
３４　　透過性反射板
３６　　固定足
４０　　固定パッキン
４１　　中子部
４２　　係合突設部
４３　　係合用凹部
４４　　支持枠
４５　　防水パッキン
４６　　電極部
５０　　接合層
５１　　補強部材
５２　　接合層
５３　　目付け
５６　　発光層
５８　　拡散層
５９　　接着層
６０　　装飾部材
６２　　指標部材
７０　　時経過表示手段
８０　　基板
８２　　繊維部材
８３　　繊維接合樹脂
８４　　繊維層
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